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[背景・目的] 

半導体結晶表面上の金属ナノワイヤーは低次元

電子物性の基礎的興味だけでなく、ナノエレクト

ロニクス材料への応用の観点から注目を集めてい

る。これまで、よく定義された系として、Si微斜

面上の Auナノワイヤーや、Ge(100)上の Au及び

Ptナノワイヤーが比較的広く用いられており、擬

一次元的な系の電子状態の理解に貢献してきた。

しかし Si 微斜面の場合は試料準備が容易ではな

いこと、また Ge(100)面の場合は単一ドメイン化

が困難なこと等、よく定義された試料を準備する

上で問題があった。 

 本研究では、異方性の強い Ge(110)面を用いる

ことで、平坦面に単一ドメインのナノワイヤーが

形成できることを発見したので報告する。 

 

[実験方法] 

  Ge(110)表面は、Ar+スパッタリングと約 800℃

の加熱を繰り返すことで清浄化した。その後、

LEED 及び STM において 16×2 再構成構造を確

認した。Ge(110)-(16×2)の LEED像を Fig.1(a)に

示す。Pt 及び Auナノワイヤーは、室温において

Ge(110)清浄表面に Pt 及び Au を単分子層程度蒸

着した後、約 500℃に加熱することで作製した。 

 

[結果・考察]  

以 上 の よ う に 準 備 し た Pt/Ge(110) 及 び

Au/Ge(110)の LEED像を Fig.1(b) , (c)にそれぞれ

示す。いずれの場合も清浄表面の 16×2 構造が消

失しており、新たに<001>方向に長周期の超構造

の再構成構造形成を示す回折パターンが得られた。

Ptの場合は 3×1、Auの場合は 4×1の超構造が 

 

強く観察されたが、それ以外の長周期構造も存在

していると考えられる。 

Fig.2（a) , (b)に各試料の STM像を示す。いず

れも表面全体が一次元状の列構造で覆われている

ことがわかった。また列は単一の配列方向をとる

単一ドメインであることも確認された。 

 STM像から、得られたナノワイヤーは、全て同

じ方向に配向しているものの、周期や構造の異な

るいくつかの列が混在していることがわかった。

これらは、Pt 及び Auの蒸着条件や熱処理条件に

依存すると考えられる。一次元構造は 700℃程度

の高温まで加熱した後も保たれるが、いずれも構

造に変化が見られた。 

Ge(110)面は単一配向のナノワイヤーの創製に

適した表面であるといえるが、今後作製条件の検

討によりさらなる構造の均一化が必要である。 

Fig.1 LEED image of (a)Ge(110)-(16×2) , 

(b) Pt/Ge(110) and (c) Au/Ge(110)  
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Fig.2 STM image of (a) Pt/Ge(110) (Vs=－ 296mV, 

It=134pA) and (b) Au/Ge(110) (Vs= － 0.99V, 

It=78.2pA) 
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